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●本日の司会        （春日 隆志副SAA） 

 

●開会点鐘         （佐藤 義弘会長） 

 

●ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 

 

●本日のお客様 

 

青少年交換留学生 ガブリエラ・ルジニキさん 

 

●会務報告         （佐藤 義弘会長） 

 
6 月 10 日（日）・11 日（月）の

親睦旅行は、天候にも恵まれまし

て、本当に良い親睦が出来たので

はないかと思っております。ご協

力ありがとうございました。 

6 月 15 日（土）第 3 回会長幹事

会に打ち上げも兼ねまして行って

まいります。 

6 月 18 日（月）多摩中グループ協議会新旧合同打ち上

げ会に会長、幹事、会長エレクト、副幹事で行ってまい

ります。 
 

●卓話「ブラジルと日本での話」 

青少年交換留学生 ガブリエラ・ルジニキさん 

 

 
 

私は啓明学園高校 2 年生 16 歳です。ブラジルの人口 1

万 1 千人の小さな町から来ました。家族は 4 人で、お父

さん 47 歳、お母さん 38 歳、弟 14 歳です。親戚は多いで

す。毎週日曜日に皆と昼食を食べます。25 人くらいです。

時々誕生日の人がいると、50 人くらい集まってパーティ

ーをします。 

子供の時の１つの夢は留学をすることでした。夢が叶

いました。1 年前、私が夢に描いていたことよりも日本で

の 10 ヶ月間は本当に良かったです。友達もいっぱい出来

ました。私のホストファミリーは 1 度「ブラジルでは留

学する為に試験をするのか」と質問しました。日本では

留学する事はすごく難しい、頭が良くなくてはいけない。

私は皆たくさん留学したほうがいいと思う。なぜなら他

の国の文化の違いを知って、尊重する事はとても大切だ

からです。そして、色々な経験をして困難を乗り越える

事によって成長出来るからです。違う国へ行って友達を

たくさん作ると、それぞれの国の架け橋になることが出

来ます。 

去年の 2 月に派遣が決まりました。その時は家族、友

達がすごく喜びました。ブラジルでは日本のイメージが

すごく良いからです。日系人も多いです。日本人はブラ

ジルの事をあまり知りません。ブラジル人は皆見かけが

違います。ブラジルは新しい国だから歴史は 500 年くら

いです。日本と比べると子供みたいです。経済はどんど

ん成長しています。日本の会社もブラジルにたくさんあ

ります。 

私が 10ヶ月前日本に来た時、いつも迷子みたいでした。

日本語も英語も喋れないし、文化も違うし大変でした。

びっくりした事がたくさんあります。日本の生活はとて

も忙しいです。始めの半年は朝起きるのが大変でとても

疲れました。朝起きて、ご飯食べて、駅まで歩いて、電

車に乗って乗り換えもして、駅から学校まで 30 分かけて

歩きました。学校に着くと 4 時間勉強して、午後も 2 時

間勉強します。ブラジルの生活と全然違います。ブラジ

ルでは家から学校まで 5 分くらいで、午後は学校があり

ませんでした。半年経った今は、遅刻をしません。 

もう１つびっくりした事があります。皆は食べ物の話

をよくします。生活の中で 1 番大切なものは何ですか。

私は愛だと思います。愛がない生活は意味がない。 

今は剣道部に入っています。すごく楽しいです。剣道

部でも友達が出来ました。自分自身を磨く事が出来ます。

ブラジルに帰ったら絶対剣道部に入ります。 

9 月から 11 月まで百田さん、11 月から 3 月まで尾崎さ

ん、3 月から西野さんのホストファミリーにお世話になり

ました。皆さん、ありがとうございました。皆優しくて、

日本の文化を教えてくれました。お母さんの作ってくれ

たご飯はいつもおいしかったです。お弁当もありがとう

ございました。色々な所へ連れて行ってくれました。 

日本の文化では家族以外の人を家に泊める習慣は無いの

に、外国人の私を長い間家に招いて下さり本当に感謝し

ています。 

学校の生活は最初難しかったです。前は授業が終わっ

たらすぐに 4 時に家に帰りました。今は大好きだから 6

時に帰ります。友達がたくさんいて毎日楽しいです。運
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動会も文化祭もブラジルに無いので、すごく楽しかった

です。1 ヶ月前、鎌倉へ遠足で行きました。海にも行きま

した。その日は友達の誕生日だったのでサプライズパー

ティーをしました。水を掛けあって最後は体も海の中に

入ってしまいました。誰も着替えは持っていませんでし

た。皆風邪を引いたと思います。本当の友達をたくさん

作ることが出来ました。 

留学生活は 3 人の留学生がいてくれたのでもっと楽し

く過ごす事が出来ました。皆お互いの気持ちが分かりま

す。これからそれぞれが別の道を歩むけれど、私達の友

情はずっと変わらない。3 人が大好きです。 

クリスマスは面白かったけれど、クリスマスの意味が

違うと思いました。キリスト教ではないので、お祝いの

仕方が違うのだと思います。お正月も過ごし方が違いま

す。皆お寺に行きます。ブラジルの過ごし方と全然違う

ので面白かったです。ブラジルでは皆海へ行きます。白

い服を着てお祝いをします。白い服は平和を願う気持ち

です。サマーキャンプで富士山に行きました。頂上まで

行きませんでした。7 月に尾崎さんとまた富士山に行くの

で、今度は頂上まで行きたいです。スプリングキャンプ

はすごく楽しかった。4 日間で松山と京都と広島へ行きま

した。メイキャンプも楽しかった。箱根へ行きました。 

プリクラは好きです。たくさん撮りました。数えきれ

ない程たくさん持っています。 

日本のお祭りも観ることが出来ました。国分寺のお祭

りに行き、はっぴを着ました。ロータリアンと一緒に楽

しく過ごしました。 

日本の文化を勉強しました。書道と茶道と日本舞踊と

剣道を習いました。 

西野さんにはとてもお世話になりました。一緒に日光

へ行きました。 

今週の日曜と月曜に皆さんと黒部へ行きました。景色

がとても綺麗でした。ありがとうございました。 

石巻へ行った後から、人々が津波の後生活を続けるの

が難しいと知りました。160 以上の国の人々が国を支援し

てくれました。彼らは復興の為の支援をもらったことに、

感謝していました。私はボランティアをして人を助けた

いと思いました。私はいつも自分の町でボランティアを

しています。なぜなら、自分の町を改善すれば世界はも

っと良くなると考えているからです。 

ロータリークラブの１人１人の皆さんに感謝していま

す。津波があったのに、日本に来てと言ってくれてあり

がとうございました。私に素晴らしい機会をくださって、

ここに受け入れてくれてありがとうございました。皆さ

んが計画してくださった全てが楽しかったです。皆さん

は私の心の中にいます。皆さんのことは絶対忘れません。

ブラジルに来た時は、是非連絡してください。私が案内

します。 
 

 
親睦旅行にて西野ホストファミリーと 

●ニコニコ BOX発表  （犀川 美佐緒親睦委員） 

 

 
 

◎星野会員 佐藤年度の盛会を祝し 
 

◎佐藤会長 10 日・11 日の親睦旅行を無事終了する

ことが出来ました。ご協力ありがとうご

ざいます。今日はガビちゃん卓話ありが

とうございます。 

 

○前澤会員 先日の親睦旅行を手配させて頂き感謝

申し上げます。 
 

・蜂巣幹事 ガブリエラ様卓話ありがとうございま

した。 
 

・伊藤会員 ガビちゃん本日の卓話ありがとう ブ

ラジルと日本の架け橋になって下さい 
 

・小島会員 ガビちゃん、残り少ない日数ですが日本

での良い思い出を沢山つくってくださ

い。 
 

●出席報告       （工藤 開光出席委員） 

 

会員数  44 名 出席義務会員  42 名 
 

本日の出席 28 名（メイクによる出席者数を除く） 

 

●荒川 義昭副幹事 

 

本日の例会終了後、被選理事会

を開催いたしますので、次年度理

事・役員の皆様はご出席をお願い

いたします。 
 
 
 
 

●次週例会予定 （荒川 義昭プログラム委員長） 

 

6 月 20 日（水） 

「1 年を振り返って」各委員長より活動報告 
 

●佐藤 義弘会長 

 

先日皆様にお知らせいたしましたが、5 月 23 日（水）

の理事会において下記の件について可決されました。 

「次年度より当クラブ女性会員の年会費を 20万円とする」 

理由については、当クラブに於いては現在 4 名の女性

会員が在籍しております。今後も女性会員の増強と維持

の為、入会し易いクラブにしようと 20 万円にさせていた

だきました。 

皆さんのご賛同をお願いいたします。 
 

●閉会点鐘         （佐藤 義弘会長） 


